
 

 

第 1号議案 令和 8年度事業計画案および収支予算案 

 

令和 7年度は 4年ぶりとなる大幅な価格改定を行いました。前年度から電気料金

を始めあらゆる物価が上昇したことを受け、当法人においても人間ドック料金や採血

検査等、全ての項目で価格の見直しを行い、そして料金が上がったものに対しては

受診者様のご理解を得られるようサービス向上に努めてまいりました。 

外来健診に関しては、ホームページ上で予約空き状況をリアルタイムで表示するよ

うにした他、受診者様が着替える健診衣を刷新しました。また駐車場のラインの引き

直しを行い受診者様の駐車台数を増やす等のソフト面とハード面で変更を加えまし

た。巡回健診では胸部レントゲンバスの更新と、車体の劣化防止の為にバス用カーポ

ートの設置を行いました。今後も、当法人の付加価値として「接遇」や「検査精度」、そ

して「健診の待ち時間短縮、結果返しの時間短縮」等、より一層質の高いサービスを

意識して参ります。 

 

 労働安全衛生法に基づく「健康診査」とは健全な職場を作る為の手段であり、その

後の指導や支援まで行うことで目的が遂行されたと言えます。この健診後の措置に

ついての責任は事業者側にあるものの、まだまだ周知が進んでいない状況です。 

次年度は保健指導を通じて要精密検査となった受診者様へのフォローアップに力を

注ぎ、労働者の健康管理と疾病の早期発見、そして労働災害防止の支援となること

を考えております。 

 

 令和 8 年度は、施設の改装を計画しています。1 階運動施設を閉じた 4 月以降に

2階にある電算部や業務部、3階保健部を 1階に移動します。ワンフロアで業務する

ことで、プリンター等の備品を共有しスリム化を図る他、結果返しのスピードアップを

図る狙いがあります。また 1階の運動器具があるスペースを整理して、巡回方式で企

業健診を行い、売上増を目指します。その後 2 階の健診フロアを拡張して、より多く

の受診者様に来ていただけるように、そして快適に受診していただけるよう配慮した

健診空間づくりを検討しています。時期は翌年 1 月の工事着工を目指しております。

改装の内容として、今後を見据えて骨密度測定室、歯科健診室の新設、超音波検査

室の増設、待合スペースを拡充する他、臥床採血室とリカバリー室を設けることを検

討しています。 

  

 当法人の今後の課題の一つに職員の確保が挙げられます。福井県の生産年齢人

口は 2025 年 40 万人が、今後 8 年間で 5 万人減るとの予想も出ています。採用

計画の他、離職防止策として福利厚生、評価制度、働き甲斐の創出等、一つずつ取り

組んでまいります。同時に、健診機関の間で受診者獲得競争が生じることも予想され

ます。将来を見据え、当法人の付加価値を受診者様に実感してもらうことが、差別化

として必須であります。 

（2026年度） 



 

 

《事業内容》 

1. 健診事業  

（1）  一般健康診断 （労働安全衛生法、健康保険法等に基づく） 

・ 定期健康診断 

・ 雇入時健康診断 

・ 特定業務従事者健康診断 他 

（2）  特殊健康診断 （労働安全衛生法に基づく） 

・ 有機溶剤健康診断 

・ 特定化学物質健康診断 

・ じん肺健康診断 他 

（3）  特定健診、特定保健指導 （高齢者医療確保法に基づく） 

（4）  労災二次健診 （労災保険法に基づく） 

 

2. 生活習慣病予防事業 

（1） 生活習慣病予防健診 

（2） がん検診 

 

3. 人間ドック事業 

（1） 人間ドック 

（2） 脳ドック 

（3） 呼吸器ドック  

 

4. 行政指導による健康診断 

（1） 情報機器健康診断 

（2） 騒音・腰痛・振動健康診断 

 

5. 健康増進事業 

（1） 保健師による講師派遣 

（2） 保健指導後の連携強化 

（3） 健康フェアの開催 

 

6. その他 

（1） 事業者におけるストレスチェックの実施 

（2） 季節性予防接種の実施 

（3） 精度管理の向上 

（4） 学術会への参加及び研究発表 


